
茶のＧＡＰ等認証の導入支援
活動期間：平成２７年度～（継続中）

○茶流通において、実需者からのＧＡＰ認証や、輸出向けのオーガニックなど
の要望が高まっている。

○三重県において取り組んできた「環境にやさしい農業」、「食の安全・安心」と
ともにＧＡＰ等の導入の支援をすすめている。

○「産地の価値創造を担う茶業経営体の育成」をテーマに継続的な経営・発
展に生かせるＧＡＰの導入を心がけている。

具体的な成果

１ 勝ち残るための第三者認証の取得
GAP認証に対するニーズの増加や、輸出

に必要なマーケティング力獲得のため、ＧＡ
Ｐや有機等の認証を支援する。
認証取得件数
R03年度実績 63

２ 勝ち残る茶業経営の育成
GAP指導の目的は、継続的な農業経営

発展。経営にいかせるＧＡＰ導入に取り組ん
でいる。

普及指導員の活動

■過去に安全安心な伊勢茶づくり運動としてス
タート。現在は、ＧＡＰ導入を推進

↓
生産者の導入支援
産地における推進体制の強化

■ワークショップを基本として、十分な議
論、検討を重ねて、個々の経営に応じた生
産工程管理手順を作成。→経営に生かせる
ＧＡＰを導入。

■ＧＡＰ指導員等研修や、生産者指導のた
めの研修会を通じ、農協担当者等に対する
ＧＡＰ指導者としての人材育成を実施した。

普及指導員だからできたこと

 認証取得のみを目的とするのではな
く、経営改善に役立つ生産工程管理
手順作成を目指し、十分な検討を重
ねている。

 産地における推進体制強化の支援と
して指導者の養成を行った。

三重県

図 茶生産者のＧＡＰ認証件数（累積）
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三重県 
茶のＧＡＰ等認証の導入支援 

 
活動期間：令和元～令和３年度 
 
１．取組の背景 
  三重県の茶栽培面積、生産量、産出額はいずれも全国順位第 3 位の主産県

です。生産対策として生産者の組織化、大規模化、省力化及びコスト削減に取

り組んでいますが、リーフ茶需要の減少や荒茶販売価格の低迷に加え、原材料

費の高騰により、茶業経営は厳しくなっています。このような中、実需者から

GAP の認証取得を求められるケースが増えてきました。 
また、令和元年度からの普及計画は「10 年後も勝ち残れる茶業経営体の育

成」、平成元年度から「産地の価値創造を担う茶業経営体の育成」として、経

営発展に意欲的な経営者の育成・支援を課題としています。これらを進めるツ

ールとして、生産者の GAP の導入支援に取り組んでいます。 
 
２．活動内容（詳細） 

三重県では平成 15 年頃から「環境にやさしい安全安心な伊勢茶づくり運動」

として、製茶工場の工程管理手法の導入、GAP 導入マニュアルの作成・実践、

ISO22000 認証の取得、モデル経営体の育成などを進めてきました。 
当初、GAP 指導員資格を有する普及員を中心に、GAP の推進・指導にあた

ってきました。現在は、GAP 指導者の育成や、産地における GAP の推進体制

の確立に取り組んでいます。 
普及活動における GAP 指導の目的は、農業者の継続的な経営安定と発展で

す。このためには生産物の安全性と高収益性確保は勿論のこと、長期に渡り生

産を継続するために生産環境の保全や労働者の健康管理や労働安全が欠かせ

ません。 
GAP 導入を目指す農業者の中には、認証取得を急ぐ方も少なくありません

が、支援方法で、研修会、ワークショップ等に時間をかけ、経営体が個々に応

じた管理手順書づくり、圃場、作業場などの危害把握や改修ができるよう研修

を行い、経営で生かせる GAP 導入を目指しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   GAP研修会 
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３．具体的な成果 
・GAP の導入を支援し、認証取得者が増加しました。 
・関係機関と連携し、専門農協職員等産地による指導体制が強化しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

４．農家等からの評価・コメント 
短期でなく長期計画として事業体

への支援を検討していること、単な

る第三者認証取得にとどまらず、そ

れを経営管理の改善につなげること

を課題としている点がよい。 
 
 
 
 
 
 
５．普及指導員のコメント 

生産者のＧＡＰ導入が認証取得のみが目標にならないように、経営管理の

ツールとしてＧＡＰを使いこなすように意識づけしている。 
また、ＧＡＰ認証を維持していくために、生産者の自律的な取り組みや関

係機関による指導力の向上等産地全体の取組が必要です。 
中央農業改良普及センター 革新支援専門員 

 
６．現状・今後の展開等 

 営農指導員や専門農協職員など、現場でＧＡＰを推進する人材の育成によ

り推進体制を強化して取り組みます。 

図 茶生産者の GAP 認証取得件数（累計） 




